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｢子ども大学ぎょうだ｣へ GO! GO! GO!
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特集　子供たちの知的好奇心を刺激する
P.2

市役所がリニュアールしました P.6



子
供
た
ち
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る

ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ
い

「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」

「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
へ

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！

子
供
た
ち
が
素
朴
に
「
な
ぜ
？
」
と
疑
問
に
思
う
こ
と
を
、
大
学
教
授
を
は
じ
め
専
門
家
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る

「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
。
こ
こ
で
学
ん
だ
子
供
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
興
味
を
持
っ
て
、
自
分
自
身
で
考
え
る
力
を

身
に
付
け
て
い
ま
す
。
疑
問
を
持
つ
こ
と
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
は
、
新
た
な
発
見
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
夢
を
は
ぐ
く
み
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
本
市
で
は
、
埼
玉
県
・
も
の

つ
く
り
大
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子

育
て
ネ
ッ
ト
行
田
・
行
田
市
民

大
学
と
連
携
し
て
、
市
内
の
小

学
4
〜
6
年
生
に
学
校
と
は
一

味
違
っ
た
学
び
の
機
会
を
提
供

す
る
「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う

だ
」
を
開
設
。
今
年
度
で
3
年

目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
延
べ

1
2
5
人
が
修
了
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
は
「
ワ
ク
ワ
ク

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と

大
好
評
で
す
。

　
同
大
学
で
は
、
物
事
の
原
理

や
仕
組
み
を
追
求
す
る
「
は
て

な
学
」
、
地
域
を
知
り
郷
土
愛

を
育
て
る
「
ふ
る
さ
と
学
」
、

自
分
を
見
つ
め
人
生
や
将
来
に

つ
い
て
考
え
る
「
生
き
方
学
」

の
3
分
野
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
講
師
を
務
め
る
の
は
、
大

学
教
授
や
学
芸
員
な
ど
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
。
体
験
学
習
な
ど

を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
る
の
で
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
講
義
だ
け
で
な
く
学

園
祭
を
開
催
し
、
多
く
の
お
客

さ
ん
と
交
流
を
図
っ
た
り
、
県

内
の
子
ど
も
大
学
の
成
果
を
発

表
し
合
い
、
子
ど
も
同
士
の
交

流
を
深
め
た
り
す
る
発
表
・
交

流
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
の
ご
と
の
原
理
や

　
　
　
　
仕
組
み
を
追
求

　
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
が
高
ま

る
の
は
、
単
に
未
知
で
奇
抜
な
も

の
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
は
て
な
学
」
の
内
容
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
、

社
会
的
に
関
心
が
高
い
も
の
な
ど

を
選
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

度
は
完
成
間
近
の
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
取
り
上
げ
、
模
型
を
使
い

な
が
ら
、
な
ぜ
巨
大
な
高
層
建
築

物
で
も
地
震
に
強
い
の
か
を
解
説

し
た
り
、
今
年
度
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
な
が
る
と
し
て
話
題
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
の
講
義

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

地
域
を
知
り
郷
土
を

　
　
愛
す
る
心
を
育
て
る

　
本
市
は
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
文
化
遺
産
が

数
多
く
点
在
す
る
歴
史
の
宝
庫
で

す
。「
ふ
る
さ
と
学
」
で
は
、
県
立

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
や
郷
土

博
物
館
の
学
芸
員
に
よ
る
講
話
に

加
え
、
館
内
見
学
、
映
画
鑑
賞
、

勾
玉
作
り
、
古
代
の
服
を
着
る
体

験
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

学
習
形
態
を
取
り
、
体
験
し
な
が

ら
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を

持
て
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

自
分
を
見
つ
め
人
生
や

　
将
来
に
つ
い
て
考
え
る

　
内
容
が
広
範
囲
に
渡
る
「
生
き

方
学
」
は
、
毎
年
内
容
を
絞
り
、

学
ん
だ
こ
と
が
す
ぐ
に
実
践
に
結

び
付
く
実
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
は
古
い
ガ
ス
管
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
も
の
づ
く
り
、

平
成
23
年
度
は
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
で
災
害
か
ら
身
を
守
る
体
験

を
実
施
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
テ

ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校

で
植
物
の
講
義
と
観
葉
植
物
の
寄

せ
植
え
体
験
や
、
行
田
市
民
大
学

卒
業
生
に
よ
る
朝
ご
は
ん
の
重
要

性
を
訴
え
た
紙
芝
居
の
鑑
賞
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

平成24年度の修了生の皆さん

本田花梨さん
（泉小5年）

か  りん

　「家のあかりを上手に使おう」と
いう授業がおもしろかったです。
　｢虹を見る箱｣を作り、蛍光灯に向け
てのぞくと虹が見えました。とても不
思議な体験でした。また、ＬＥＤ電球と
豆電球の明るさを比べたりしました。
　この授業を受けた後は、家の中の電
球に注目するようになりました。色の
違いで、何の電球を使っているのか分
かるようになりました。

石川禎至くん
（東小6年）

ただよし

　僕は郷土博物館で足袋産業に
ついての映画を鑑賞したことが心
に残っています。
　現在は、あまり足袋は作られて
いないけれど、かつては有数の足
袋の産地だったことが分かり、昔
の行田の様子を振り返ることがで
きました。行田のまちに足袋蔵が
たくさんあることも、この授業で
「なるほどな」と思いました。

倉﨑葉月さん
（太田東小6年）

　テクノ・ホルティ園芸専門学校で行っ
た「花を上手に育てるコツ」という授業
が、私は印象的でした。
　この授業で初めて花の寄せ植えを行
いましたが、自分で花を選んだり、土に
触れたりしながら、かわいらしい作品を
作り上げていくところが楽しかったです。
　寄せ植えを行う中で、花には根が強い
ものや弱いものなど、いろいろな性質が
あることが分かりました。

はてな学生き方学 ふるさと学
ま
が
た
ま
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す
。　最

近
で
は
、
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
に
あ
ま
り
参
加
し
な
い
な
ど
、
人
と

関
わ
る
こ
と
が
苦
手
な
子
が
増
え
て
い

ま
す
。「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
は
、

学
び
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
友
達
づ
く

り
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
学
校
も
学
年

も
異
な
る
初
め
て
出
会
う
人
ば
か
り
の

中
で
も
、
子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
仲
良
く

な
れ
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
目
の

前
に
い
る
知
ら
な
い
相
手
に
も
勇
気
を

持
っ
て
話
し
掛
け
て
み
る
こ
と
か
ら

「
友
達
の
輪
」
が
広
が
り
、
社
会
で
必

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　「子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
は
、
主

に
夏
休
み
期
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
の
夏
も
、
多
く
の
子
供
た
ち

の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
学
び
の
機

会
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　「子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
で
わ
が

子
の
可
能
性
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。き
っ
と
子
供
た
ち
は
、小
さ
な「
な

ん
で
だ
ろ
う
」
か
ら
大
き
な
夢
を
見
つ

け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　広
々
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
視
聴

覚
機
器
が
完
備
さ
れ
た
教
室
。
そ
こ
に

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
だ
け
で
、「
子

ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
に
参
加
し
た
子

供
た
ち
は
自
分
が
少
し
大
人
に
な
っ
た

よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　「子
ど
も
大
学
」
が
持
つ
魅
力
と
は

何
な
の
か
・
・
・
。
そ
れ
は
、
目
の
前

で
大
学
教
授
や
地
域
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
興
味
・
関
心
を
く
す
ぐ
る

授
業
を
展
開
す
る
中
で
、
疑
問
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
と
答
え
を
導
き
出
せ
た

と
き
の
感
動
が
味
わ
え
る
こ
と
、
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
一
緒
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
で

す
。　子

供
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

興
味
を
持
ち
ま
す
。
子
ど
も
だ
か
ら
こ

そ
見
つ
け
出
せ
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。「
な
ん
で
だ
ろ
う
」
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。「
知
り
た
い
な
、
調
べ
て

み
よ
う
」
と
思
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
は
ず
で

子
ど
も
大
学
で
し
か

　
　
　で
き
な
い
体
験
を

広
が
る
可
能
性
と

　
　
　
　
　友
達
の
輪

「
な
ん
で
だ
ろ
う
」

　か
ら
夢
を
見
つ
け
る

　も
の
つ
く
り
大
学
の
教
授
に
よ

る
講
義
や
郷
土
博
物
館
の
学
芸
員

に
よ
る
解
説
な
ど
、
学
校
で
は
経

験
で
き
な
い
こ
と
を
学
習
で
き
る

と
あ
っ
て
、
子
供
た
ち
は
「
子
ど

も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
の
授
業
を
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
ま
た
、
自
分
が
通
っ
て
い
る

学
校
以
外
の
子
供
た
ち
と
交
流
を

図
り
な
が
ら
授
業
を
受
け
る
こ
と

で
、
多
く
の
友
達
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

　学
園
祭
で
、
自
分
た
ち
の
企
画

が
「
お
店
」
と
い
う
形
に
な
っ
て

表
現
で
き
た
喜
び
や
、
発
表
・
交

流
会
で
上
田
県
知
事
と
名
刺
交
換

を
す
る
と
い
っ
た
ド
キ
ド
キ
感
な

ど
は
、
子
ど
も
大
学
で
し
か
味
わ

う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　「子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
に
参

加
し
た
子
供
た
ち
誰
も
が
、
目
を

き
ら
き
ら
と
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

向井玄くん
（泉小６年）

　昨年度初めて参加し、今年度は2回目
の学園祭でした。
　今年度のコーナーの1つ「くるくるらっ
かさん」は、自分が考えた内容です。実施
できて、とてもうれしかったです。
　昨年度は受付係だけだったけれど、今
年度は遊びに来てくれた人に教える係
で、対応が難しかったです。それでも、た
くさんの人が来てくれてよかったです。

増尾瞳さん
（南小６年）

　今回初めて参加しました。名刺には習
い事や特技などのプロフィールを書い
て、自分だけの特別な名刺を作りまし
た。たくさんの人と名刺交換ができて楽
しかったです。また、学園祭で作ったもの
や、入学式からの写真などを展示しなが
ら「子ども大学ぎょうだ」のＰＲをしてき
ました。
　会場には自転車で発電する体験コー
ナーがあり、これでまち中の電気を作る
ことができればいいなと思いました。

　平成22年度の学園祭は、こどものまち「ミニぎょうだ」を商工セ
ンターで開催。銀行や放送局などのブースを開設し、お客さんとし
て招いた市内小学生を相手に商品を販売したり、働いた対価とし
て会場内で使用できる通貨を受け取って各ブースで遊んだりしま
した。平成23年度からは「行田こどもまつり」で、自分たちで考え
た店を運営しています。子供たちは、社会の仕組みを学び、責任感
やコミュニケーション能力を身に付けることができました。

　大宮ソニックシティを会場に平成23年度から始まった「発表・
交流会」。今年度も県内20の子ども大学が一同に集まり、体験の
指導をしたり、これまで学んできた内容を発表したりしました。ま
た、自分の名刺を作成し、上田県知事をはじめ、ほかの大学の子
供たちと名刺交換をするなどして、社会人としての入り口を体験
することができました。

保
護
者
の
声

向井久恵さん
（清水町）▶問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

学園祭

発表・交流会
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いけき せき い い い

EV

EV

正面玄関

階段

階段

市政情
報

コーナ
ー

待合ロビー

中庭

福祉課
（ふくし総合窓口）

子育て支援課
（子育て総合支援窓口）

高齢者福祉課

広報広聴課

契約検査課

監査委員事務局

人権推進課

選挙管理委員会

商工観光課 観光プロジェクト推進室

保健センター
健康づくり支援担当

中小企業退職金共済会

企画政策課

秘書課

財政課

人事課

総務課

高齢者福祉課

保険年金課

防災安全課

出入口

出入口

出入口男性
用
トイ
レ

女性
用
トイ
レ

案内

男性
用

トイ
レ

湯沸室
女性
用

トイ
レ

男性用
トイレ湯

沸
室女性用

トイレ

多目的トイレ

湯沸
室

市役所が
リニューアルしました
　市役所庁舎の耐震改修工事と併せて、庁舎内レイアウトの変更と庁舎北側エレベーター設置工事が完了しま
した。工事中、市民の皆さんには、ご不便とご迷惑をお掛けしました。
　今回の庁舎内レイアウト変更では、商工観光課、総務課、選挙管理委員会、人権推進課を1階から2階に移動し
ました。また、移動に伴い余裕のできた1階については、市民の皆さんの利用頻度が高い窓口を広げました。

3F

市民課 電話交換室

農政課

会計課

授乳室

税務課
書庫

相談
室

相談
室

相談室

相談室

電算
室

メール室

農業委員会

地域づくり支援課

階段

階段

ATM

203
会議室

会議室

市
長
室

副
市
長
室

応
接
室

銀行派出所

玄関ホール エレベーター

市政情報コーナー

玄関ホールが広く、明るくなりました。また、入
り口正面に総合案内所を設け、市役所を訪れ
る皆さんに「おもてなしの心」でご案内してい
ます。

正面玄関近くに、新たに設置することで、来
庁者の利便性の向上を図りました。

2階総務課前にリニューアルしました。今まで以上に、広く、
明るくなりました。市政情報コーナーには、市政に関するさ
まざまな資料がそろっていますので、ご利用ください。
※有料コピー機も設置しています。

3階エレベーターホールに、議会を視聴すること
ができるモニターを設置しました。

▶問い合わせ
　企画政策課政策担当（内線311）

2階エレベーターホール

現在、絵画（「輝きの奇蹟」池依依依作）を展示して
います。市役所にお越しの際は、ぜひご覧ください。

2F

1F
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まざまな資料がそろっていますので、ご利用ください。
※有料コピー機も設置しています。

3階エレベーターホールに、議会を視聴すること
ができるモニターを設置しました。

▶問い合わせ
　企画政策課政策担当（内線311）

2階エレベーターホール

現在、絵画（「輝きの奇蹟」池依依依作）を展示して
います。市役所にお越しの際は、ぜひご覧ください。

2F

1F

7
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消防団員
大募集
消防団員

イメージキャラクター　星野真里さんイメージキャラクター　星野真里さん

女性

　

1
月
15
日
、「
行
田
市
地
域
活
性
化
推
進
委
員

会
」
か
ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
の
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
平
成
22
年
の
設
立
以
来
、
魅

力
溢
れ
る
「
元
気
な
行
田
」
の
実
現
に
向
け
て
、

合
計
11
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
性
化
策
の
議
論
や
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
回
は
特
に
意
見
の
多
か
っ
た
、映
画
「
の

ぼ
う
の
城
」
公
開
後
の
地
域
活
性
化
策（
観
光
）

に
つ
い
て
提
言
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
提
言
書
を
基
に
、
観
光
資
源

を
生
か
し
た
行
田
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課
政
策
担
当
（
内

線
3
1
1
）

元
気
な
行
田
を
目
指
し
て「
行
田
市

地
域
活
性
化
推
進
委
員
会
」よ
り
提

言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

▶募集期間	 2月28日㈭まで
▶募集人数	 10人
▶入団資格	 市内に在住、在勤または在学で、心
身ともに健康な18歳以上50歳程度の女性の方で、
5年以上勤続可能な方

▶活動内容
•消防や防災に関する知識・技術を習得し、女
性の視点を生かした災害弱者家庭などへの防

火指導、応急手当ての普及および啓発
•地震や風水害などの大規模災害発生時におけ
る情報収集、救急・救護活動、食料などの供
給および補助
•平常時の各種訓練、火災の発生しやすい時期
などに行う特別警戒および防火広報活動

▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2120

　本市では、地域の安心･安全を担う女性消防団員を募集しています。
　消防団とは、仕事を持ちながら「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基づき、地域の安全
と安心を守るために活動している方が集まる、市町村の消防機関の一つです。現在、本市には254人の
消防団員がいます。
　地域防災の要として、今後とも大いに活躍することが期待される消防団に入ってみませんか。
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　行田市地産地消推進協議会では、市内で生産される安
心・安全な農畜水産物とその生産者を紹介する「行田市
地産地消直売所マップ」の内容を更新します。同マップ
への掲載者を募集しますので、ぜひご応募ください。

▶対象　次のいずれかに該当する方
•市内で生産した農畜水産物を直販することができる
農家または施設（来客者などに対応できる体制が整
っていること）
•市内で生産した農畜水産物を市内の店舗（JAほくさ
い行田農産物直売所、古代蓮の里売店、市内スーパ
ーマーケットなど）で販売している農家

▶申し込み・問い合わせ　 2月22日㈮までに直接または
電話で同協議会事務局(農政課内・内線386)

　私たちの基本的人権の擁護や自由人権思想の
普及などのために活動している人権擁護委員に、
永野修之氏（谷郷）と森郁子氏（向町）が委嘱され
ました。
　人権擁護委員の任期は3年で、平成25年1月1
日付けで法務大臣から委嘱を受けました。

▶問い合わせ	 人権推進課人権同和対策担当（内
線221）

　 1月8日、行田市都市計画マスタープラン策定
委員会（酒井建二委員長以下委員24人）は、今後
20年間の都市計画の基本的な方針を定める行田市
都市計画マスタープラン（案）を工藤市長に提出し
ました。
　今後、3月に開催予定の都市計画審議会で意見
聴取を行い、4月から新たなまちづくりを進めて
いきます。

▶問い合わせ　都市計画課計画担当☎550―1550

地産地消直売所マップへの
掲載者を募集します

人権擁護委員に委嘱されました

行田市都市計画マスタープラン(案)
が工藤市長に提出されました

　

本
市
で
は
、
市
内
の
自
然
環
境
や
生
活
環
境

（
公
害
）な
ど
の
現
状
、
環
境
施
策
の
進
ち
ょ
く

状
況
な
ど
を
ま
と
め
た
「
行
田
市
環
境
報
告
書
」

を
毎
年
度
作
成
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
23
年
度
の
実
績
を
ま
と
め

た
「
平
成
24
年
度
版
行
田
市
環
境
報
告
書
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
次
の
場
所
で
公
表
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
場
所　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
南
河
原

支
所
、
中
央
公
民
館
お
よ
び
各
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
政
策
担
当
☎
5

　

5	

6
―
9
5
3
0

第
4
期
納
期
限
　
2
月
27
日
㈬

　

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
供
用
開
始
と
な

っ
た
時
点
で
、
使
用
の
有
無
を
問
わ
ず
土
地
の

面
積
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担
金

の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買
・

相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
業
務
担
当
☎
5
6
4
―

0
3
0
3（
前
谷
1
―
1
・
水
道
庁
舎
内
）

森　郁子	氏永野　修之	氏

平
成
24
年
度
版
行
田
市
環
境
報
告

書
を
公
表
し
て
い
ま
す

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を

お
支
払
い
の
方
へ

現在の行田市地産地消直売所マップ
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市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
の
地
区
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
22
日
㈮
午
後
7
時
～
8
時
30
分

▼
場
所
　
佐
間
公
民
館

▼
対
象　
佐
間
地
区
在
住
の
方

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
3
1
8
）

　

2
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
は
、
施
設
の
定
期
点

検
を
実
施
す
る
た
め
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内

線
3
8
9
）

 

ご
参
加
く
だ
さ
い

　
「
市
政
懇
談
会
」

観
光
情
報
館「
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う

だ
」臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

いつまでも生き生きと学ぼう

　「市民による手作りの学校」を目指している市民大学。5年目となる平成25年度も、さらに講座に磨きをかけ
て皆さんの応募をお待ちしています。

　希望に満ち、活気溢れる、明るいまちづくりには、市
民一人ひとりが「志」を持って自ら学ぶことにより、見識
を高め、能力を磨いて、自主的に行動することが求めら
れています。
　市民大学は多くの市民の方に、生涯学習の場を提供し、
一人ひとりが輝き、豊かな地域社会づくりに貢献するこ
とを目的とします。

・「自ら学ぶこと」は、たのしいことです。
・「共に学ぶ仲間に出会えること」は、うれしいことです。
・「学んだことを日々の暮らしや地域に活かすこと」は、
すばらしいことです。

１　生涯学習と自己啓発による生きがいづくり
２　出会い・交流・仲間づくり
３　地域社会に役立つまちづくり
４　市民と大学や地域との連携づくり

▶修学期間	 5月から2年間(原則木曜日に開催)
▶時　　間	 午後１時～３時	
▶場　　所	 ものつくり大学(予定)
▶応募資格	 原則として市内在住または在勤の方で、16

歳以上の方
▶募集人数	 50人(定員を超えた場合は抽選）
▶学　　費	 年間15,000円(指定する日までに振り込み)

※視察ツアーは別途負担あり
▶応募方法	 市役所、教育委員会、各公民館などに用意

してある所定の申込用紙に必要事項を記入
の上、3月15日㈮までに持参・郵送・ＦＡ
Ｘのいずれかの方法で申し込みください。

	 【持参・郵送】〒361―0052	行田市本丸2―
20	行田市教育委員会ひとつくり支援課

	 【FAX】556―0770
▶入学決定	 4月上旬までに応募者へ結果を通知します。

行田市民大学　平成25年度新入生を募集します

▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556―8319

※講座の順序や内容は都合により変更する場合がありま
す。

※講座のほかにグループ研究があります。

回 内　　　容
1 入学式、オリエンテーション
2 生涯学習が切り開く新たな世界
3 「のぼうの城」を検証・・・成田一族の盛衰
4 2学年グループ研究発表
5 第１回視察ツアー　郷土の歴史ロマンツアー
6 郷土の誇り・・・埼玉古墳群
7 郷土の地形と成り立ち
8 忍城主はなぜ徳川幕府に重用されたのか
9 昭和 30年代はなぜ憧憬の対象となるのか
10 文化財を生かしたまちづくり
11 行田市の原点　日本一の足袋産業
12 自然の大切さ　みんなで学ぼう
13 ものつくり大学　学園祭でフィーバー !?
14 郷土の風習・文化を学ぶ　神楽と獅子舞
15 第２回視察ツアー　行田再発見　自然観察会
16 元気の出るまちづくり
17 明治維新と首都東京の成り立ち
18 身近な法律「人間の死と相続」
19 接客マナーとサービス（調理実演も含めて）
20 街頭紙芝居から昭和を振り返る
21 グループ研究成果発表
22 修了式　卒業生との交流

たのしい、うれしい、すばらしい。

市民
大学

行田

受講生募集 !

基本理念

基本目標

講座予定

募集要項
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▼
対
象　
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
昼
間

常
時
留
守
と
な
る
家
庭
で
、
市
内
小
学
校
に

通
う
新
小
学
4
年
生
以
上
の
児
童

▼
募
集
人
数　
各
学
童
保
育
室
と
も
若
干
名

▼
入
室
期
間　
平
成
25
年
4
月
1
日
㈪
か
ら

▼
注
意　
現
在
入
室
し
て
い
る
小
学
3
年
生
も

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
書
配
布　
2
月
1
日
㈮
か
ら
子
育
て
支

援
課
お
よ
び
各
学
童
保
育
室
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間　
2
月
7
日
㈭
～
3
月
7
日
㈭
に

直
接
子
育
て
支
援
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

・
入
室
決
定
は
申
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
保

護
者
の
勤
務
状
況
な
ど
に
よ
り
入
室
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

・
3
年
生
以
下
の
申
請
状
況
に
よ
り
募
集
内

容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
通
学
す
る
小
学
校
以
外
の
学
童
保
育
室
に

入
室
す
る
場
合
は
、
学
童
保
育
室
送
迎
支

援
事
業
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

が
必
要
）。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
保
育
担
当
（
内
線
2	

6

　

3
）

入室を募集する学童保育室

名　　称 場　　所

中 央 学 童 保 育 室 中 央 小 学 校 敷 地 内

東 学 童 保 育 室 東 小 学 校 敷 地 内

さ く ら 学 童 保 育 室 桜ヶ丘小学校敷地内

泉 太 井 学 童 保 育 室 泉 小 学 校 敷 地 内

南 河 原 学 童 保 育 室 南 河 原 支 所 内

下 忍 学 童 保 育 室 下 忍 小 学 校 敷 地 内

荒 木 学 童 保 育 室 荒 木 小 学 校 敷 地 内

新
小
学
４
年
生
以
上
の
学
童
保
育
入
室
児
童
を
募
集
し
ま
す

ぜひお越しください

▶問い合わせ	 同館☎554―5911 「むかしのくらし」を体験する子供たち

学童保育室での様子

「むかしのくらし」解説ボランティア
を募集します
　子供たちの郷土学習を支援するため、「むか
しのくらし」展示解説のボランティアを募集
します。昔の食事や道具、遊びなどについて、
子供たちに教えることができる方は、ぜひご
応募ください。
▶応募資格	 満20歳以上の健康な方
▶活 動 日	 開催期間中、小学校の団体見学

のある日

　小学３年生の郷土学習授業に合わせ、明治～昭和時代
の暮らしの様子を紹介します。

▶開催期間	 2月2日㈯～4月7日㈰※月曜日（2月11日を
除く）および2月12日㈫・22日㈮、3月21日
㈭・22日㈮は休館

▶開館時間	 午前9時～午後4時30分（入館は午後4時ま
で）

▶場　　所	 郷土博物館企画展示室

▶日　　時	 3月9日㈯午前10時～正午、午後1時30分～
3時30分

▶場　　所	 同館講座室
▶内　　容	 羽根突き、すごろく、ベーゴマや昔の農具

などの体験
▶参 加 費	 無料

博 学 連 携 展 示
「むかしのくらし」

むかしのくらし・あそび体験会



休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り
たいとき

・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相
談窓口につながります（携帯電話可）。

・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

かんじ
・
ん
・
な腎臓講座

　新たな国民病といわれる慢性腎臓病。多くの血管が
走る腎臓は、動脈硬化の影響を最も受けやすい臓器で
す。慢性腎臓病は糖尿病も深く影響するほか、高血圧
や脂質異常、痛風など多くの生活習慣病が原因にもな
っています。
　腎臓の機能について健診結果から分かることや、腎
臓を守る生活について学びます。

日　　時	 3月1日㈮午後2時～4時（受け付けは午後1時
45分から）

場　　所	 保健センター
内　　容	 【医師講話】「腎臓病から人工透析の現状」
	 小林万寿夫さん(清幸会行田中央総合病院医

師)
	 【保健師講話】「腎臓を守る生活のポイント、

生活チェック、行田市特定健康診査の傾向」
対　　象	 市内在住の方
定　　員	 30人(先着順)
持 ち 物	 特定健康診査または人間ドックなどの結

果、健康手帳、筆記用具
申し込み	 2月26日㈫までに直接または電話で保健セ

ンター

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児

歯科健診、3歳児健診
　そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターへご連絡
ください。

ＢＣＧ予防接種
　受付日時	 3月4日㈪午後1時30分～2時
　対　　象	 平成24年11月7日～12月1日生まれのお

子さん
※対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ月未
満）は、この機会に受けてください。なお、ワクチ
ンの準備などがありますので、事前に電話でご連
絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）
受付日時	 3月4日㈪午前9時30分～11時30分
対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時	 3月4日㈪午前10時15分～10時30分
対　　象	 平成24年9月15日～10月14日生まれのお

子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談
日　　時	 2月27日㈬、3月13日㈬
	 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所	 保健センター
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

期　　日 医療機関名
2月17日㈰ 清幸会行田中央総合病院
2月24日㈰ 壮幸会行田総合病院
3月	3	日㈰ 清幸会行田中央総合病院
3月10日㈰ 壮幸会行田総合病院
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▶日　　時	 2月24日㈰午前9時30～正午
▶場　　所	 総合福祉会館「やすらぎの里」
▶受験資格	 平成25年4月1日現在、満20歳以上の方

(学生は除く)
▶試験内容
　　

※手話通訳士の資格を有する方、全国統一試験または
埼玉県の登録手話通訳者認定試験に合格している
方は面接のみを行います。
▶参考文献
　「新・手話教室入門」テキスト（2010年3月31日発行）
　「手話教室基礎（改訂版）」テキスト（2009年3月20日
発行）

　聴覚・音声または言語機能に障害のある方に対して、手話通訳を行う登録通訳者の選考試験を実施します。
登録後は、派遣申請に基づき手話通訳業務を依頼します。

筆　　記

①行田市の福祉に関する知識
②聴覚障害者に関する知識
③障害者福祉に関する知識
④手話通訳に関する知識

50分

聞き取り 手話表現　　　　２問 		5 分
読み取り 口　　述　　　　２問 		5 分
面　　接 ― 10分

募集

あなたも行田市の登録手話通訳者になりませんか

　「手話通訳者養成講座　基本課程（改訂版）」テキスト
（2009年3月10日発行）
　「手話通訳者養成講座　応用課程（改訂版）」テキスト
（2010年5月20日発行）
　「手話通訳者養成講座　実践課程（改訂版）」テキスト
（2008年6月1日発行）
　　　　（発行：社会福祉法人全国手話研修センター）
▶そ の 他	 手話通訳業務を実施した際は、報償金
および交通費を支給します。
▶申し込み	 福祉課と社会福祉協議会で配布してい
る所定の申込用紙に必要事項を記入し、縦4センチ
メートル×横3センチメートルの顔写真を貼付の上、
2月19日㈫(必着)までに同課または同協議会へ直接
または郵送で提出してください。

　【持参・郵送】
	 〒361―8601	行田市本丸2―5	行田市福祉課
	 〒361―0002	行田市酒巻1737―1	行田市社会福祉
協議会（総合福祉会館 ｢やすらぎの里｣内）
▶問い合わせ	 同課障害福祉担当（内線266）または同協
議会☎557―5400

　認知症の方を介護している家族は、精神的・肉体的・経済的に非常に大きな負担を抱えています。少しでも
心にゆとりを持って介護を行えるよう、手間も時間も掛けず簡単にできる介護食を紹介します。

　　

▶対　　象　現在介護している方や今後介護する可能性のある方
▶費　　用　無料
▶持 ち 物	 筆記用具※2月26日はエプロン、三角巾、タオル（手ぬぐい）も持参してください。
▶申し込み	 各回1週間前までに直接または電話で担当地域包括支援センター
	 ※詳細は担当地域包括支援センターまで問い合わせください。

日　　時 場　　所 内　　容 定員 問い合わせ

2月18日㈪
午前10時～正午

産業文化会館
2階会議室

「認知症は生活習慣で予防できる」～見直そう！食生活を～
その日から始められる、出来たて認知症予防ジュース
を作る。※試飲あり

40人
地域包括支援センター
ふぁみぃゆ
☎558―0088

2月19日㈫
午前10時～11時30分

持田公民館
和室

「がんばらない、介護食」～市販の食材を紹介します～
「毎日作るのはなかなか難しい…」そんな方に電子レ
ンジで温めて簡単に作れる市販食材を紹介する。※試
食あり

20人
地域包括支援センター
壮幸会
☎552―1123

2月20日㈬
午後2時～3時30分

特別養護老人ホーム
まきば園

「食べるための工夫！いろいろ」
栄養のバランスが取れた柔らかく飲み込みやすい形
状にしたソフト食（介護食）を紹介する。※試食あり

30人
地域包括支援センター
まきば園
☎550―1777

2月26日㈫
午前10時30分～午後1時

総合福祉会館
｢やすらぎの里｣

調理室

「作ってみよう！かんたん変身介護食」
メニューが単調になっていませんか。味だけじゃな
い、見た目もおいしい介護食を作る。※調理実習あり

20人
地域包括支援センター
緑風苑
☎557―3611

あなたの介護を応援します

「こころいきいき介護を続けるために」～かんたん・実践介護食～

▶日　　時	 2月16日㈯午後2時～3時30分（午後1時30分開場）
▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶内　　容	 【第1部】「聞いてナットク！免疫力アップ大作戦（健康体操付き）」　
	 講師：川島治さん（清幸会行田中央総合病院院長）
	 【第2部】「落語で癒そう☆心のストレス」
	 講師：柳家小団治さん（落語家）
▶入 場 料　無料
▶そ の 他　申し込み不要
▶問い合わせ	 保健センター健康づくり支援担当（市役所内・内線378）

講演会

笑いと健康講演会「笑う門には福来たる」
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　エンジンオイルなどの工業用油を川に流すと川が汚
染され、農業や水道など川の水を利用している皆さん
に迷惑が掛かるほか、水生生物にも悪影響を及ぼしま
す。
　エンジンオイルなどは販売店や専門業者に処理を依
頼し、側溝や水路、河川に捨てないようにしましょう。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

　老人福祉センター大堰永寿荘の敷地内（2地点）
で、放射線量の測定値が本市の基準値（毎時0.23
マイクロシーベルト）を超えていましたが、低減
作業を実施した結果、基準値を下回りましたので、
立ち入り制限を解除しました。
▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線
223）

相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 2月26日㈫※次回3月26日㈫の予約は3月1
日㈮から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館2階会議室 2月18日㈪、3月4日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活多重債務 市役所 毎週月～金曜日 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 3月13日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部
☎554―2702

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ 毎週木・土曜日

※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 3月13日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 2月19日㈫ 午後1時30分～3時30分

関東信越税理士会
行田支部

☎554―1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 3月3日㈰ 午前8時30分～正午 水道課
☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 2月19日㈫・26日㈫、3月5日㈫・12日㈫ 午後5時15分～7時

（2月15日～3月14日）各 種 相 談

　市内における放射線量の状況を把握、監視するた
めに放射線量の測定を定期的に行っています。測定
値については、「市報ぎょうだ」や市ホームページ、各
公民館（土・日曜日、祝日を除く）で公表しています。

放射線量測定値（参考値）
・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル

※本市では、放射線量測定器の貸し出しを行ってい
ます。事前に予約が必要となりますので、防災安
全課までご連絡ください。
▶問い合わせ　同課防災担当（内線282）

測定日 測定時間 天　候 測定値
（マイクロシーベルト）

1月22日㈫
午前９時 曇り 0.07

午後３時 晴れ 0.06

放射線量の測定を行っています

市税の納付には、「安心！確実！便利」な
口座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税
国民健康保険税・・・・・・・・・8期
介護保険料・・・・・・・・・・・8期
後期高齢者医療保険料・・・・・・8期

納期限　 2月28日㈭

油の適正な処理をお願いします油の適正な処理をお願いします

　小針クリーンセンターでは、2月18日㈪から3月1日
㈮まで、焼却施設の補修を予定しています。この期間
は燃やせるごみの直接搬入はできませんので、ご注意
ください。
▶問い合わせ　彩北広域清掃組合☎559―3641

燃やせるごみの直接搬入を
　　　　　　一時中止します
燃やせるごみの直接搬入を
　　　　　　一時中止します
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▶場　　所　映像ホール
▶題　　名	 いたずら子ネコ(45分）
▶定　　員	 80人（先着順）
▶入 場 料	 無料

　図書館では、ボランティアの協力でカセットテープ
による視覚障害者用資料の作成を行っていますが、デ
ジタル録音図書の国際基準規格として普及している
D
デ イ ジ ー

AISY(Digital	Accessible	Information	System)の導
入を考えています。
　そこで、DAISYの内容を理解するための研修会を開
催します。
▶日　　時	 2月22日(金)午後2時～3時30分
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　佐藤聖一さん(埼玉県立久喜図書館司書主

幹)によるDAISYの解説
▶対　　象　図書館音訳ボランティア
	 ※一般の方も参加可
▶一般参加者の定員　 10人
▶参 加 費　無料
▶申し込み・問い合わせ
	 2月16日㈯までに電話で図書館

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布し
ています。
▶日　　時	 3月12日㈫午後１時受付開始
▶持 ち 物	 母子健康手帳

・ⅰＰＳ細胞大革命(朝日新聞科学医療部)
・子どもにかけるお金の本(子どもにかけるお金を考え
る会)

・黒猫の薔薇あるいは時間飛行(森晶麿)
・雲ごよみ(高橋健司)
・「はてしない物語」事典(ローマン・ホッケ、パトリック・
ホッケ／編著）

・わたしのゆたんぽ(きたむらさとし／文・絵)

▶日　　時	 2月20日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容	 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象	 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 2月23日㈯午前11時
▶内　　容	 絵本や手遊びなど
▶対　　象	 幼児
▶主　　催	 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 3月2日㈯午後２時
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 3月9日㈯午後２時
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時	 3月8日㈮午後２時
▶場　　所	 図書館ミーティングルーム
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶主　　催	 おしゃべりインコの会

▶日　　時	 2月16日㈯午後２時

午前9時30分～午後7時
2月4日㈪・12日㈫・18日㈪・25日㈪・
28日㈭、3月4日㈪・11日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

※変更となる場合もあります

太田東小
2月15日㈮

3月 8日㈮

星 宮 小
2月20日㈬

3月 5日㈫

太田西小
2月21日㈭

3月15日㈮

南河原小
2月22日㈮

3月12日㈫

北河原小 2月26日㈫

荒 木 小
2月27日㈬

3月13日㈬

須 加 小 2月28日㈭

埼 玉 小 3月 1日㈮

北 小 3月 6日㈬

泉 小 3月 7日㈭

桜ヶ丘小 3月14日㈭

おはなし会

ブックスタート

行田市立図書館障害者サービスボランティア研修会

定例子ども映画会

新 着 図 書

移動図書館巡回日程

読み語りの会
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イ
ル
ド
シ
ー
ト　

▽
臼
・
き
ね

▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎

5
5
6
―
9
5
3
0
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
3
―

0
7
9
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用
品
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